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特集 総代選挙
―各地域の新総代が決定―



『食農立国』とは、ＪＡいわて中央管内で生産され
る農畜産物や地域のブランド化を目指した商標登
録名です。ＪＡいわて中央が目指す『食農立国』に
は、食を囲む人たちと、農業を営む人たちとの繋
がりを大切にし、『その食卓の向こうに安全・安心
で美味しい農畜産物と美しい農村の風景を提供
し続けたい』という思いが込められています。

「
こ
の
ま
ま
で
は
埒
が
明
か
な
い
。

Ｊ
Ａ
出
荷
を
中
心
に
や
ろ
う
」
と

い
う
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
、
出

荷
方
法
を
見
直
し
、
品
種
の
導
入

や
栽
培
方
法
の
改
善
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
収
量
と
収
益
は
大
幅
に

改
善
。
「
Ｊ
Ａ
出
荷
を
中
心
に
し

た
こ
と
で
販
売
に
追
わ
れ
ず
、
生

産
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
振
り
返
る
直
也
さ
ん
。
さ

ら
に
「
経
営
で
は
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
情
報
を
集
め
、
迅
速
に
判

断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
は

そ
の
醍
醐
味
を
楽
し
め
て
い
ま

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

矢巾地域青年部に所属し、活
動の一環として、地域の子ども
たちにミニトマトの苗植えから
収穫までを指導しています

現在はパート６人に加
え、農福連携の取り組み
として町内の社会福祉
法人の利用者が収穫作
業などに携わっています

現在、ハウス5棟と露地の計25ａで、「ロッソナポリタ
ン」「べにすずめ」「サンチェリーピュアプラス」「フラ
ガール」を栽培しています

目 次 CONT EN T S

JAいわて中央のホームペー
ジでは、広報誌のバックナン
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矢
巾
町
白
沢
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
を

栽
培
す
る
新
垣
直
也
さ
ん
。
沖
縄

県
那
覇
市
出
身
の
直
也
さ
ん
は
、

結
婚
を
機
に
妻
・
聡
子
さ
ん
の
故

郷
で
あ
る
岩
手
県
へ
平
成
29
年
３

月
に
移
住
し
、
今
年
就
農
７
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
直
也
さ
ん
は
大
学
を
卒
業
後
、

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
に
12
年
間
勤
務

し
、
主
に
内
部
監
査
な
ど
の
管
理

部
門
を
担
当
。
そ
の
一
方
で
、
非

農
家
出
身
で
農
業
経
験
が
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
実
際
の
農
業
現

場
を
知
ら
な
い
ま
ま
キ
ャ
リ
ア
を

重
ね
て
い
く
こ
と
へ
の
葛
藤
を
抱

え
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
そ
う
し

た
中
、
結
婚
と
い
う
人
生
の
節
目

を
機
に
「
一
度
き
り
の
人
生
だ
か

ら
挑
戦
し
て
み
よ
う
」
と
就
農
を

決
意
し
ま
し
た
。

　
移
住
後
は
、
農
事
組
合
法
人
と

な
ん
で
３
年
間
の
研
修
を
積
み
、

令
和
２
年
に
独
立
就
農
。
土
づ
く

り
や
「
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｆ
（
生
態
系
調
和

型
農
業
）
理
論
」
を
学
び
な
が

ら
、
栽
培
技
術
を
磨
い
て
き
ま
し

た
。「
お
い
し
く
て
栄
養
が
あ
り
、

食
べ
た
人
が
笑
顔
に
な
っ
て
感
動

し
て
も
ら
え
る
野
菜
を
届
け
た

い
」
。
そ
の
思
い
は
、
直
也
さ
ん
に

と
っ
て
農
業
の
原
点
で
あ
り
、
変

わ
ら
な
い
信
念
で
す
。

　
独
立
当
初
は
「
ロ
ッ
ソ
ナ
ポ
リ

タ
ン
」
の
み
を
栽
培
し
、
個
人
販

売
中
心
で
経
営
し
て
い
ま
し
た

が
、
収
量
や
販
売
価
格
が
安
定
せ

ず
、
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
き

ま
し
た
。
直
也
さ
ん
は
「
こ
の
ま
ま

で
は
農
業
を
続
け
ら
れ
な
い
」
と

危
機
感
を
抱
え
な
が
ら
も
「
覚
悟

を
決
め
て
岩
手
へ
来
た
以
上
、
負

け
て
沖
縄
へ
帰
り
た
く
な
か
っ
た
。

そ
の
意
地
だ
け
で
続
け
て
き
ま
し

た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
直
也
さ
ん
の
転
機
と
な
っ
た
の

は
、
関
係
者
の
紹
介
で
出
会
っ
た

生
産
者
か
ら
の
助
言
で
し
た
。

新垣　直也さん (43)

ゼロから挑む産地の未来へ

あらかき なお や

今月の
表紙

　
直
也
さ
ん
は
「
個
人
販
売
だ
け

で
生
き
残
れ
る
農
家
は
そ
う
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｊ

Ａ
と
生
産
者
が
一
緒
に
産
地
の
将

来
を
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
語
り
、
規
模
拡

大
と
収
量
ア
ッ
プ
を
目
標
に
掲
げ

な
が
ら
、
自
身
の
経
営
と
地
域
農

業
の
今
後
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

沖
縄
か
ら
岩
手
へ
渡
り
、
ゼ
ロ
か

ら
農
業
に
挑
ん
だ
直
也
さ
ん
。〝
意

地
〞で
乗
り
越
え
て
き
た
７
年
間
で

培
っ
て
き
た
経
験
は
、
次
へ
の
挑

戦
へ
の
原
動
力
へ
と
変
わ
っ
て
い

ま
す
。

ら
ち
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日 

詰
吉
田
　
賢
治

阿
部
　
幸
一

鈴
木
　
芳
勝

鈴
木
　
典
子

長
谷
川
　
肇

古 

館

　

小
川
　
繁
利

髙
橋
　
久

阿
部
　
征
一
郎

高
橋
　
堅

小
川
　
英
隆

戸
塚
　
康
弘

加
藤
　
隆

田
村
　
眞
智
子

小
川
　
香
代
子

長
谷
川
　
昭
夫

水
本
　
幸
子

田
中
舘
　
忠

田
中
舘
　
奨

水
本
　
善
隆

水 

分

　

鷹
木
　
正
克

鷹
木
　
善
美

工
藤
　
ク
ニ
子

青
山
　
充
宏

竹
原
　
敏
夫

各
地
区
の
総
代（
敬
称
省
略
）

令
和
8
年
6
月
25
日
〜
令
和
11
年
6
月
24
日

任 

期

特 集

総
代
選
挙

―
各
地
域
の
新
総
代
が
決
定
―

　
Ｊ
Ａ
は
こ
の
ほ
ど
、任
期
満
了
に
伴
う
総
代
の
改
選
を
行
い
、20

選
挙
区
す
べ
て
に
お
い
て
無
投
票
当
選
と
な
り
、新
総
代
5
2
0

人
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
の
特
集
で
は
、総
代
の
役
割
や
就
任
し
た
各
地
域
の
総

代
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

総
代
の
役
割

〜
正
組
合
員
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
者
で
す
〜

　
Ｊ
Ａ
の
運
営
や
事
業
活
動
は
「
ど
の
よ
う
な
Ｊ
Ａ
を
目

指
す
か
」
と
い
う
方
向
性
に
つ
い
て
組
合
員
の
総
意
を
も
っ

て
決
め
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
総
代
は
正
組
合
員
の
中

か
ら
選
ば
れ
、
総
代
会
に
出
席
し
、
事
業
報
告
や
次
年
度

計
画
、
定
款
の
変
更
な
ど
、Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
関
す
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
地
域
の
代
表
と
し
て
審
議
・
決
定
す
る

役
割
を
担
い
ま
す
。

た
め
、農
協
法
の「
正
組
合
員
が

5
0
0
人
以
上
の
Ｊ
Ａ
は
、総
代

会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
総
代
会
に
は
正
組
合
員
数
の
５

分
の
１
以
上
、も
し
く
は
正
組
合

員
2
、5
0
0
人
以
上
の
Ｊ
Ａ
は

5
0
0
名
以
上
の
総
代
を
選
出

す
る
こ
と
」と
い
う
定
め
に
基
づ

き
、組
合
員
の
代
表
者
で
あ
る

「
総
代
」に
よ
る「
総
代
会
」を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、組
織
と
し
て
の
意

思
決
定
を
す
る
機
関
を「
総
会
」

と
呼
び
、構
成
員
で
あ
る
組
合
員

全
員
の
集
ま
り
で
あ
る
と
同
時

に「
Ｊ
Ａ
の
最
高
意
思
決
定
機

関
」で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も

正
組
合
員
数
は
8
、4
4
8
人

（
令
和
８
年
２
月
末
現
在
）と
、全

員
が
集
ま
る
総
会
を
開
催
す
る

こ
と
は
現
実
的
に
困
難
で
あ
る

総
代
・
総
代
会
と
は
？
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高
橋
　
孝
夫

高
橋
　
章
夫

浦
田
　
美
奈
江

浦
田
　
栄
人

鷹
觜
　
努

鴨
沢
　
順
子

高
橋
　
惣
蔵

金
田
一
　
健
一

北
條
　
知
恵
子

阿
部
　
清
人

阿
部
　
正
一

岡
本
　
淳

沢
田
　
公
一

細
川
　
勝

細
川
　
潤
哉

羽
生
　
義
晴

佐
々
木
　
英
雄

佐
藤
　
武
彦

熊
谷
　
智
義

熊
谷
　
修
一

熊
谷
　
美
代
子

佐
々
木
　
秀
明

澤
口
　
広
子

佐
々
木
　
信
幸

佐
々
木
　
健
一

館
澤
　
秀
仁

中
村
　
怜
子

泉
川
　
康

舘
澤
　
邦
男

中
村
　
誠
孝

中
村
　
玲
美
子

中
関
　
英
男

村
上
　
広
美

沢
口
　
信

熊
谷
　
敬
三

熊
谷
　
義
久

南
幅
　
龍
智

吉
田
　
伸
夫

武
蔵
　
弥
生

武
蔵
　
稹

佐
藤
　
秀
雄

南
幅
　
保
司

宮
野
　
福
雄

高
橋
　
フ
ヂ

佐
々
木
　
正
雄

関
　
満

古
川
　
裕
子

山
口
　
騰

佐
々
木
　
恭
平

古
川
　
久

山
口
　
正
男

舘
澤
　
賢
孝

橋
本
　
幸
夫

樋
下
　
達
也

天
沼
　
正
和

村
松
　
武
夫

村
松
　
昇

立
花
　
武
雄

佐
々
木
　
勝
徳

高
橋
　
勝
美

佐
々
木
　
達
也

髙
橋
　
美
代
子

田
屋
　
巧

中
田
　
好
秋

藤
原
　
稔

髙
橋
　
君
夫

沼
田
　
祐
次

沼
田
　
春
彦

沼
田
　
克
見

後
藤
　
均

村
松
　
龍
子

長
沼
　
輝
美

金
子
　
和
彦

藤
井
　
照
夫

高
橋
　
幸
悦

高
橋
　
民
恵

高
橋
　
透

川
村
　
和
男

長
沼
　
光
雄

髙
橋
　
章
浩

山
本
　
勝
美

藤
原
　
康
弘

中
塚
　
一
孝

早
坂
　
公
吉

小
笠
原
　
理

朴
田
　
浩
美

橘
　
玲
子

橘
　
雅
彦

村
松
　
正
規

佐
藤
　
ゆ
り
子

谷
地
舘
　
丞
二

立
分
　
庄
広

谷
地
舘
　
誠
幸

野
村
　
悦
子

吉
岡
　
美
恵
子

細
川
　
利
昭

藤
原
　
榮
子

須
川
　
恭
位

菅
川
　
正

藤
原
　
哲
賢

谷
地
　
逸
郎

田
村
　
伸
夫

熊
谷
　
一
夫

佐
藤
　
正
春

細
川
　
修
一

菅
原
　
哲
雄

熊
谷
　
靖
弘

細
川
　
明
宏

佐
々
木
　
孝
典

佐
々
木
　
良
幸

菅
原
　
一
弘

志 

和
弥
勒
地
　
教
一

佐
久
山
　
実

渡
辺
　
嘉
明

鷹
觜
　
早
百
合

近
藤
　
光
宏

細
川
　
勝
浩

杉
浦
　
潤

杉
浦
　
政
彦

川
村
　
恩

髙
橋
　
一
友

熊
谷
　
一
彦

阿
部
　
牧
子

畠
山
　
雅
美

高
橋
　
盛
一

細
川
　
牧
子

松
岡
　
和
広

新
井
田
　
俊
一

高
橋
　
正
光

角
田
　
一
久

菅
沼
　
裕
史

松
岡
　
喜
代
美

中
田
　
次
郎

高
橋
　
万
一

赤 

石

　

幅
野
　
淳
子

岡
市
　
充
司

齊
藤
　
正
人

斉
藤
　
弘
次

大
沼
　
均

高
野
　
則
雄

藤
原
　
康
則

長
谷
川
　
利
晴

長
谷
川
　
岩
雄

高
橋
　
政
夫

佐
々
木
　
忠
男

藤
沼
　
哲
也

藤
沼
　
千
代

近
藤
　
泰
典

阿
部
　
博
光

鎌
田
　
広
明

鎌
田
　
都
美
子

阿
部
　
忠
一

箱
崎
　
勝

田
中
　
文
雄

高
橋
　
要
一

中
田
　
和
昭

大
沼
　
幸
男

高
橋
　
由
夫

大
沼
　
静
夫

川
守
　
廣
幸

滝
浦
　
正
人

滝
浦
　
清
子

畑
山
　
裕
之

松
岡
　
知
志

岩
清
水
　
誠
康

彦 

部

　

内
村
　
誠
一

佐
藤
　
有
一

佐
藤
　
安
則

山
田
　
さ
い
子

佐
藤
　
富
雄

高
橋
　
文
憲

佐
藤
　
拓
夫

川
村
　
勝
敏

赤
川
　
吉
昭

佐
藤
　
斎

佐
藤
　
孝
仁

西
田
　
順
子

石
川
　
雄
一

日
下
　
雅
広

東 

部

　

阿
部
　
博
士

阿
部
　
亘
志

阿
部
　
博
紀

作
山
　
靖

作
山
　
孝
洋

阿
部
　
潤

作
山
　
祐
子

佐
比
内

　

堀
切
　
安
治

中
田
　
智

高
橋
　
正
人

菊
池
　
一
政

中
田
　
新
一

藤
代
　
忠
一

松
坂
　
三
千
代

原
　
優
光

高
橋
　
秀
一

山
影
　
保
夫

鎌
田
　
誠
孝

菅
原
　
優

畠
山
　
紘
司

佐
々
木
　
悦
子

高
橋
　
潤
一

赤 

沢

　

大
弓
　
信
夫

作
山
　
昇

藤
原
　
勝

大
角
　
毅

石
川
　
智
都
子

作
山
　
勝
利

及
川
　
浩

佐
々
木
　
靖
夫

佐
々
木
　
修
子

内
村
　
禅

古
沢
　
貢

中
村
　
一
也

中
村
　
多
美
子

古
澤
　
護

半
田
　
誠
一

八
重
畑
　
史
広

澤
田
　
哲
三

長 

岡

　

藤
原
　
節
子

福
士
　
洋
志

藤
村
　
一
利

幕
田
　
正
文

佐
々
木
　
一

佐
々
木
　
恵
子

横
沢
　
里
史

工
藤
　
法
之

藤
原
　
宏
充

佐
々
木
　
進

吉
田
　
和
男

高
橋
　
弘

細
川
　
禎
勝

北
田
　
紋
子

細
川
　
幸
浩

山
田
　
タ
カ
子

阿
部
　
教
美

阿
部
　
孝
夫

半
田
　
弘
治

阿
部
　
隆
一

徳 

田

　

昆
　
浩

中
村
　
修

佐
藤
　
和
子

吉
田
　
正
一

川
原
　
勉

吉
田
　
清
一

中
村
　
猛
夫

吉
田
　
祥
生

川
村
　
久
美
子

吉
田
　
孝

吉
田
　
勉

吉
田
　
俊
一

佐
藤
　
智
博

斎
藤
　
寿
博

吉
田
　
善
公

川
村
　
栄
一

川
村
　
真
希
子

阿
部
　
益
実

藤
原
　
啓
一

藤
沢
　
洋
一

鈴
木
　
裕
吉

藤
澤
　
美
和
子

藤
川
　
安
弘

藤
澤
　
良
悦

藤
川
　
清
次

根
田
　
善
弘

藤
沢
　
義
夫

藤
澤
　
直
文

藤
澤
　
正
博

藤
澤
　
正
廣

藤
村
　
茂
信

吉
田
　
富
則

熊
谷
　
久
男

藤
澤
　
正
雄

吉
田
　
幸
彦

吉
田
　
茂

吉
田
　
え
り
子

都
南
乙
部

　

寺
長
根
　
功

重
石
　
健
一

久
保
田
　
孝
二

竹
原
　
昌
昭

高
江
柄
　
信
一

中
道
　
友
子

佐
々
木
　
ミ
エ
子

藤
原
　
和
彦

藤
原
　
治

法
領
田
　
忠
志

川
村
　
拓
也

馬
場
　
真
弓

下
河
原
　
利
栄

谷
村
　
謙
一

谷
村
　
義
徳

久
慈
　
浩

畑
山
　
真
知
子

細
川
　
淳
也

細
川
　
修
子

久
慈
　
祐
治

細
川
　
照
文

佐
藤
　
武

久
慈
　
唯
弘

細
川
　
隆
造

金
子
　
恵
美

藤
原
　
弘
次

水
本
　
千
恵
光

煙 

山

　

前
澤
　
浩
二

藤
井
　
宏
明

村
松
　
孝
雄

藤
井
　
久
子

飯
岡
　
正
道

小
笠
原
　
和
重

小
笠
原
　
美
保
子

小
笠
原
　
朋
也

高
橋
　
弘
見

中
野
　
幸
雄

田
村
　
貞
子

大
坊
　
富
夫

佐
々
木
　
光
彦

佐
々
木
　
安
志

村
松
　
昇
吉

村
松
　
孝
男

村
松
　
久
子

田
中
　
欣
一

吉
田
　
ユ
キ
子

須
藤
　
文
明

藤
村
　
貴
美
夫

美
濃
部
　
康
男

藤
村
　
秀
利

藤
村
　
卓
也

藤
原
　
匡
晃

藤
原
　
和
夫

藤
村
　
倫
都

藤
村
　
寛

本 

宮

　

宮
野
　
弘
幸

藤
村
　
一
彦

舘
沢
　
正
人

菅
原
　
薫

藤
村
　
悟

猿
舘
　
健

浅
沼
　
た
え
子

浅
沼
　
晶
紀

長
沼
　
直
文

岩
舘
　
定
二

岩
舘
　
清
彦

佐
藤
　
仁
則

浅
沼
　
暹

吉
田
　
親
史

佐
藤
　
篤
生

佐
藤
　
雅
宣

太 

田

　

佐
々
木
　
重
喜

後
藤
　
信
夫

佐
々
木
　
初
夫

不 

動

　

室
岡
　
恵
子

菅
原
　
キ
ク

菅
原
　
勝
弘

室
岡
　
英
樹

高
橋
　
尚

田
村
　
正
典

星
川
　
範
男

室
月
　
敬
一

高
橋
　
立
子

室
岡
　
啓
二

藤
原
　
光
洋

佐
々
木
　
京
子

細
川
　
清
孝

藤
原
　
京
子

吉
田
　
一
彦

石
川
　
喜
美
男

村
松
　
正
夫

髙
橋
　
和
夫

佐
々
木
　
綾
子

廣
田
　
惠
子

広
田
　
勝
彦

村
松
　
留
美
子

吉
田
　
正
博

高
橋
　
昇
治

菅
原
　
正
一
郎

菊
池
　
一
恵

高
橋
　
裕
孝

高
橋
　
久
美
子

高
橋
　
斉
宏

天
沼
　
浩
次

村
上
　
與
一
郎

田
貝
　
優

藤
本
　
忠
市

藤
平
　
リ
ツ
子

瀬
川
　
芳
久

盛
岡
東

　

下
村
　
正
人

藤
田
　
政
男

佐
々
木
　
和
典

吉
田
　
利
昭

佐
々
木
　
淳
一

袴
田
　
亮

佐
々
木
　
寿
仁

吉
田
　
賢
治

吉
田
　
晃

吉
田
　
宏

岩
﨑
　
沙
哉
佳

石
川
　
秀
三

吉
田
　
正
樹

大
崎
　
孝
志

大
崎
　
長
市

渡
辺
　
二
三
男

亀
ケ
森
　
久
男

赤
坂
　
誠
悦

高
橋
　
和
代
志

秋
篠
　
直
弘

菅
原
　
満

高
原
　
弘
明

藤
原
　
大
輔

廣
田
　
孝
子

西
郷
　
範
文

村
松
　
徳
志
郎

佐
々
木
　
健
人

北
　
邦
男

佐
々
木
　
隆
則

飯 

岡

　

小
笠
原
　
勝
雄

兼
平
　
春
光

小
笠
原
　
悟

小
笠
原
　
雄
一

小
笠
原
　
範
俊

佐
々
木
　
修

小
笠
原
　
雅
彦

藤
川
　
厚
子

藤
川
　
秀
明

大
志
田
　
與
志
身

大
志
田
　
秀
正

川
村
　
司

浅
沼
　
陽
子

川
村
　
孝
政

浅
沼
　
浦
子

浅
沼
　
禎
宏

藤
村
　
勉

川
村
　
浩

浅
沼
　
勉

髙
橋
　
勝
彦

小
山
田
　
正
敏

広
田
　
茂
勝

遠
藤
　
直
身

太
田
　
政
幸

小
山
田
　
尚
俊

袴
田
　
敦
子

厨 

川

　

梅
村
　
寿
子

佐
藤
　
吉
猶

齊
藤
　
道
夫

工
藤
　
　
浩

遠
藤
　
一
夫

齊
藤
　
英
則

斉
藤
　
誠
一

齊
藤
　
和
子

澤
口
　
和
則

遠
藤
　
茂
哉

工
藤
　
富
男

工
藤
　
純
一

野
村
　
幸
雄

加
藤
　
耕
三

谷
藤
　
勇
蔵

谷
藤
　
光
男

吉
田
　
浩

浅
沼
　
浩

猿
舘
　
直
美

浅
沼
　
勇

松
下
　
友
子

中
村
　
真
也

中
村
　
繁

滝
村
　
茂

中
村
　
辰
夫

橋
場
　
重
光

堀
間
　
寛

田
中
　
二
三
男

田
中
　
剛

三
上
　
正
紀

佐
藤
　
清
美

佐
藤
　
修

田
村
　
荘
弥

阿
部
　
一
夫

田
村
　
實

藤
原
　
悦
子

藤
原
　
正
信

藤
原
　
敏

熊
谷
　
高
男

熊
谷
　
一
行

熊
谷
　
久

熊
谷
　
一
也

瀬
川
　
幸
孝

熊
谷
　
裕
文

八
幡
　
る
り
子

見 

前

　

藤
澤
　
清
美

鈴
木
　
仙
一

（
令
和
8
年
6
月
25
日
現
在
）

選挙区 総代数

日詰 5

古館 14

水分 27

志和 54

赤石 31

彦部 14

東部 7

佐比内 15

赤沢 17

長岡 20

選挙区 総代数

徳田 33

煙山 53

不動 40

飯岡 49

見前 20

都南乙部 24

本宮 16

太田 41

盛岡東 24

厨川 16

ＪＡ合計
総代数

520

各選挙区の総代数

4



日 

詰
吉
田
　
賢
治

阿
部
　
幸
一

鈴
木
　
芳
勝

鈴
木
　
典
子

長
谷
川
　
肇

古 

館

　

小
川
　
繁
利

髙
橋
　
久

阿
部
　
征
一
郎

高
橋
　
堅

小
川
　
英
隆

戸
塚
　
康
弘

加
藤
　
隆

田
村
　
眞
智
子

小
川
　
香
代
子

長
谷
川
　
昭
夫

水
本
　
幸
子

田
中
舘
　
忠

田
中
舘
　
奨

水
本
　
善
隆

水 

分

　

鷹
木
　
正
克

鷹
木
　
善
美

工
藤
　
ク
ニ
子

青
山
　
充
宏

竹
原
　
敏
夫

各
地
区
の
総
代（
敬
称
省
略
）

令
和
8
年
6
月
25
日
〜
令
和
11
年
6
月
24
日

任 

期

特 集

総
代
選
挙

―
各
地
域
の
新
総
代
が
決
定
―

　
Ｊ
Ａ
は
こ
の
ほ
ど
、任
期
満
了
に
伴
う
総
代
の
改
選
を
行
い
、20

選
挙
区
す
べ
て
に
お
い
て
無
投
票
当
選
と
な
り
、新
総
代
5
2
0

人
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
の
特
集
で
は
、総
代
の
役
割
や
就
任
し
た
各
地
域
の
総

代
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

総
代
の
役
割

〜
正
組
合
員
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
者
で
す
〜

　
Ｊ
Ａ
の
運
営
や
事
業
活
動
は
「
ど
の
よ
う
な
Ｊ
Ａ
を
目

指
す
か
」
と
い
う
方
向
性
に
つ
い
て
組
合
員
の
総
意
を
も
っ

て
決
め
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
総
代
は
正
組
合
員
の
中

か
ら
選
ば
れ
、
総
代
会
に
出
席
し
、
事
業
報
告
や
次
年
度

計
画
、
定
款
の
変
更
な
ど
、Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
関
す
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
地
域
の
代
表
と
し
て
審
議
・
決
定
す
る

役
割
を
担
い
ま
す
。

た
め
、農
協
法
の「
正
組
合
員
が

5
0
0
人
以
上
の
Ｊ
Ａ
は
、総
代

会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
総
代
会
に
は
正
組
合
員
数
の
５

分
の
１
以
上
、も
し
く
は
正
組
合

員
2
、5
0
0
人
以
上
の
Ｊ
Ａ
は

5
0
0
名
以
上
の
総
代
を
選
出

す
る
こ
と
」と
い
う
定
め
に
基
づ

き
、組
合
員
の
代
表
者
で
あ
る

「
総
代
」に
よ
る「
総
代
会
」を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、組
織
と
し
て
の
意

思
決
定
を
す
る
機
関
を「
総
会
」

と
呼
び
、構
成
員
で
あ
る
組
合
員

全
員
の
集
ま
り
で
あ
る
と
同
時

に「
Ｊ
Ａ
の
最
高
意
思
決
定
機

関
」で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も

正
組
合
員
数
は
8
、4
4
8
人

（
令
和
８
年
２
月
末
現
在
）と
、全

員
が
集
ま
る
総
会
を
開
催
す
る

こ
と
は
現
実
的
に
困
難
で
あ
る

総
代
・
総
代
会
と
は
？
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岡
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憲
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拓
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孝
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子
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一
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阿
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部
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洋
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比
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安
治

中
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智
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正
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池
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政

中
田
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藤
代
　
忠
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松
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山
影
　
保
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鎌
田
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孝

菅
原
　
優

畠
山
　
紘
司

佐
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木
　
悦
子
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赤 

沢

　

大
弓
　
信
夫

作
山
　
昇

藤
原
　
勝

大
角
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石
川
　
智
都
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作
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利

及
川
　
浩

佐
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木
　
靖
夫
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木
　
修
子

内
村
　
禅
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沢
　
貢

中
村
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也

中
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多
美
子

古
澤
　
護

半
田
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八
重
畑
　
史
広

澤
田
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長 

岡

　

藤
原
　
節
子

福
士
　
洋
志

藤
村
　
一
利

幕
田
　
正
文

佐
々
木
　
一

佐
々
木
　
恵
子

横
沢
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史

工
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法
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藤
原
　
宏
充

佐
々
木
　
進

吉
田
　
和
男

高
橋
　
弘

細
川
　
禎
勝

北
田
　
紋
子

細
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幸
浩

山
田
　
タ
カ
子

阿
部
　
教
美

阿
部
　
孝
夫

半
田
　
弘
治

阿
部
　
隆
一

徳 

田

　

昆
　
浩

中
村
　
修

佐
藤
　
和
子

吉
田
　
正
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川
原
　
勉

吉
田
　
清
一

中
村
　
猛
夫

吉
田
　
祥
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川
村
　
久
美
子

吉
田
　
孝

吉
田
　
勉

吉
田
　
俊
一

佐
藤
　
智
博

斎
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寿
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田
　
善
公

川
村
　
栄
一

川
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真
希
子

阿
部
　
益
実

藤
原
　
啓
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藤
沢
　
洋
一

鈴
木
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吉

藤
澤
　
美
和
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藤
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安
弘
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澤
　
良
悦
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清
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根
田
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弘
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沢
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夫
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澤
　
直
文
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澤
　
正
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澤
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吉
田
　
富
則

熊
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澤
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田
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彦

吉
田
　
茂

吉
田
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都
南
乙
部

　

寺
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功
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久
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江
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中
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友
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原
　
治

法
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田
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志
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村
　
拓
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弓
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利
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則

斉
藤
　
誠
一

齊
藤
　
和
子

澤
口
　
和
則

遠
藤
　
茂
哉

工
藤
　
富
男

工
藤
　
純
一

野
村
　
幸
雄

加
藤
　
耕
三

谷
藤
　
勇
蔵

谷
藤
　
光
男

吉
田
　
浩

浅
沼
　
浩

猿
舘
　
直
美

浅
沼
　
勇

松
下
　
友
子

中
村
　
真
也

中
村
　
繁

滝
村
　
茂

中
村
　
辰
夫

橋
場
　
重
光

堀
間
　
寛

田
中
　
二
三
男

田
中
　
剛

三
上
　
正
紀

佐
藤
　
清
美

佐
藤
　
修

田
村
　
荘
弥

阿
部
　
一
夫

田
村
　
實

藤
原
　
悦
子

藤
原
　
正
信

藤
原
　
敏

熊
谷
　
高
男

熊
谷
　
一
行

熊
谷
　
久

熊
谷
　
一
也

瀬
川
　
幸
孝

熊
谷
　
裕
文

八
幡
　
る
り
子

見 

前

　

藤
澤
　
清
美

鈴
木
　
仙
一

（
令
和
8
年
6
月
25
日
現
在
）
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日 

詰
吉
田
　
賢
治

阿
部
　
幸
一

鈴
木
　
芳
勝

鈴
木
　
典
子

長
谷
川
　
肇

古 

館

　

小
川
　
繁
利

髙
橋
　
久

阿
部
　
征
一
郎

高
橋
　
堅

小
川
　
英
隆

戸
塚
　
康
弘

加
藤
　
隆

田
村
　
眞
智
子

小
川
　
香
代
子

長
谷
川
　
昭
夫

水
本
　
幸
子

田
中
舘
　
忠

田
中
舘
　
奨

水
本
　
善
隆

水 

分

　

鷹
木
　
正
克

鷹
木
　
善
美

工
藤
　
ク
ニ
子

青
山
　
充
宏

竹
原
　
敏
夫

こ
の
た
び
、
総
代
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
今
後

も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

戸
川
　
透

小
田
中
　
繁

小
田
中
　
浩
哉

伊
藤
　
憲
宏

稲
藤
　
永
市

浅
沼
　
宅
蔵

田
口
　
光
弘

小
田
中
　
幸
寛

鷹
觜
　
保

阿
部
　
健
一

高
橋
　
孝
夫

高
橋
　
章
夫

浦
田
　
美
奈
江

浦
田
　
栄
人

鷹
觜
　
努

鴨
沢
　
順
子

高
橋
　
惣
蔵

金
田
一
　
健
一

北
條
　
知
恵
子

阿
部
　
清
人

阿
部
　
正
一

岡
本
　
淳

沢
田
　
公
一

細
川
　
勝

細
川
　
潤
哉

羽
生
　
義
晴

佐
々
木
　
英
雄

佐
藤
　
武
彦

熊
谷
　
智
義

熊
谷
　
修
一

熊
谷
　
美
代
子

佐
々
木
　
秀
明

澤
口
　
広
子

佐
々
木
　
信
幸

佐
々
木
　
健
一

館
澤
　
秀
仁

中
村
　
怜
子

泉
川
　
康

舘
澤
　
邦
男

中
村
　
誠
孝

中
村
　
玲
美
子

中
関
　
英
男

村
上
　
広
美

沢
口
　
信

熊
谷
　
敬
三

熊
谷
　
義
久

南
幅
　
龍
智

吉
田
　
伸
夫

武
蔵
　
弥
生

武
蔵
　
稹

佐
藤
　
秀
雄

南
幅
　
保
司

宮
野
　
福
雄

高
橋
　
フ
ヂ

佐
々
木
　
正
雄

関
　
満

古
川
　
裕
子

山
口
　
騰

佐
々
木
　
恭
平

古
川
　
久

山
口
　
正
男

舘
澤
　
賢
孝

橋
本
　
幸
夫

樋
下
　
達
也

天
沼
　
正
和

村
松
　
武
夫

村
松
　
昇

立
花
　
武
雄

佐
々
木
　
勝
徳

高
橋
　
勝
美

佐
々
木
　
達
也

髙
橋
　
美
代
子

田
屋
　
巧

中
田
　
好
秋

藤
原
　
稔

髙
橋
　
君
夫

沼
田
　
祐
次

沼
田
　
春
彦

沼
田
　
克
見

後
藤
　
均

村
松
　
龍
子

長
沼
　
輝
美

金
子
　
和
彦

藤
井
　
照
夫

高
橋
　
幸
悦

高
橋
　
民
恵

高
橋
　
透

川
村
　
和
男

長
沼
　
光
雄

髙
橋
　
章
浩

山
本
　
勝
美

藤
原
　
康
弘

中
塚
　
一
孝

早
坂
　
公
吉

小
笠
原
　
理

朴
田
　
浩
美

橘
　
玲
子

橘
　
雅
彦

村
松
　
正
規

佐
藤
　
ゆ
り
子

谷
地
舘
　
丞
二

立
分
　
庄
広

谷
地
舘
　
誠
幸

野
村
　
悦
子

吉
岡
　
美
恵
子

細
川
　
利
昭

藤
原
　
榮
子

須
川
　
恭
位

菅
川
　
正

藤
原
　
哲
賢

谷
地
　
逸
郎

田
村
　
伸
夫

熊
谷
　
一
夫

佐
藤
　
正
春

細
川
　
修
一

菅
原
　
哲
雄

熊
谷
　
靖
弘

細
川
　
明
宏

佐
々
木
　
孝
典

佐
々
木
　
良
幸

菅
原
　
一
弘

志 

和
弥
勒
地
　
教
一

佐
久
山
　
実

渡
辺
　
嘉
明

鷹
觜
　
早
百
合

近
藤
　
光
宏

細
川
　
勝
浩

杉
浦
　
潤

杉
浦
　
政
彦

川
村
　
恩

髙
橋
　
一
友

熊
谷
　
一
彦

阿
部
　
牧
子

畠
山
　
雅
美

高
橋
　
盛
一

細
川
　
牧
子

松
岡
　
和
広

新
井
田
　
俊
一

高
橋
　
正
光

角
田
　
一
久

菅
沼
　
裕
史

松
岡
　
喜
代
美

中
田
　
次
郎

高
橋
　
万
一

赤 

石

　

幅
野
　
淳
子

岡
市
　
充
司

齊
藤
　
正
人

斉
藤
　
弘
次

大
沼
　
均

高
野
　
則
雄

藤
原
　
康
則

長
谷
川
　
利
晴

長
谷
川
　
岩
雄

高
橋
　
政
夫

佐
々
木
　
忠
男

藤
沼
　
哲
也

藤
沼
　
千
代

近
藤
　
泰
典

阿
部
　
博
光

鎌
田
　
広
明

鎌
田
　
都
美
子

阿
部
　
忠
一

箱
崎
　
勝

田
中
　
文
雄

高
橋
　
要
一

中
田
　
和
昭

大
沼
　
幸
男

高
橋
　
由
夫

大
沼
　
静
夫

川
守
　
廣
幸

滝
浦
　
正
人

滝
浦
　
清
子

畑
山
　
裕
之

松
岡
　
知
志

岩
清
水
　
誠
康

彦 

部

　

内
村
　
誠
一

佐
藤
　
有
一

佐
藤
　
安
則

山
田
　
さ
い
子

佐
藤
　
富
雄

高
橋
　
文
憲

佐
藤
　
拓
夫

川
村
　
勝
敏

赤
川
　
吉
昭

佐
藤
　
斎

佐
藤
　
孝
仁

西
田
　
順
子

石
川
　
雄
一

日
下
　
雅
広

東 

部

　

阿
部
　
博
士

阿
部
　
亘
志

阿
部
　
博
紀

作
山
　
靖

作
山
　
孝
洋

阿
部
　
潤

作
山
　
祐
子

佐
比
内

　

堀
切
　
安
治

中
田
　
智

高
橋
　
正
人

菊
池
　
一
政

中
田
　
新
一

藤
代
　
忠
一

松
坂
　
三
千
代

原
　
優
光

高
橋
　
秀
一

山
影
　
保
夫

鎌
田
　
誠
孝

菅
原
　
優

畠
山
　
紘
司

佐
々
木
　
悦
子

高
橋
　
潤
一

赤 

沢

　

大
弓
　
信
夫

作
山
　
昇

藤
原
　
勝

大
角
　
毅

石
川
　
智
都
子

作
山
　
勝
利

及
川
　
浩

佐
々
木
　
靖
夫

佐
々
木
　
修
子

内
村
　
禅

古
沢
　
貢

中
村
　
一
也

中
村
　
多
美
子

古
澤
　
護

半
田
　
誠
一

八
重
畑
　
史
広

澤
田
　
哲
三

長 

岡

　

藤
原
　
節
子

福
士
　
洋
志

藤
村
　
一
利

幕
田
　
正
文

佐
々
木
　
一

佐
々
木
　
恵
子

横
沢
　
里
史

工
藤
　
法
之

藤
原
　
宏
充

佐
々
木
　
進

吉
田
　
和
男

高
橋
　
弘

細
川
　
禎
勝

北
田
　
紋
子

細
川
　
幸
浩

山
田
　
タ
カ
子

阿
部
　
教
美

阿
部
　
孝
夫

半
田
　
弘
治

阿
部
　
隆
一

徳 

田

　

昆
　
浩

中
村
　
修

佐
藤
　
和
子

吉
田
　
正
一

川
原
　
勉

吉
田
　
清
一

中
村
　
猛
夫

吉
田
　
祥
生

川
村
　
久
美
子

吉
田
　
孝

吉
田
　
勉

吉
田
　
俊
一

佐
藤
　
智
博

斎
藤
　
寿
博

吉
田
　
善
公

川
村
　
栄
一

川
村
　
真
希
子

阿
部
　
益
実

藤
原
　
啓
一

藤
沢
　
洋
一

鈴
木
　
裕
吉

藤
澤
　
美
和
子

藤
川
　
安
弘

藤
澤
　
良
悦

藤
川
　
清
次

根
田
　
善
弘

藤
沢
　
義
夫

藤
澤
　
直
文

藤
澤
　
正
博

藤
澤
　
正
廣

藤
村
　
茂
信

吉
田
　
富
則

熊
谷
　
久
男

藤
澤
　
正
雄

吉
田
　
幸
彦

吉
田
　
茂

吉
田
　
え
り
子

都
南
乙
部

　

寺
長
根
　
功

重
石
　
健
一

久
保
田
　
孝
二

竹
原
　
昌
昭

高
江
柄
　
信
一

中
道
　
友
子

佐
々
木
　
ミ
エ
子

藤
原
　
和
彦

藤
原
　
治

法
領
田
　
忠
志

川
村
　
拓
也

馬
場
　
真
弓

下
河
原
　
利
栄

谷
村
　
謙
一

谷
村
　
義
徳

久
慈
　
浩

畑
山
　
真
知
子

細
川
　
淳
也

細
川
　
修
子

久
慈
　
祐
治

細
川
　
照
文

佐
藤
　
武

久
慈
　
唯
弘

細
川
　
隆
造

金
子
　
恵
美

藤
原
　
弘
次

水
本
　
千
恵
光

煙 

山

　

前
澤
　
浩
二

藤
井
　
宏
明

村
松
　
孝
雄

藤
井
　
久
子

飯
岡
　
正
道

小
笠
原
　
和
重

小
笠
原
　
美
保
子

小
笠
原
　
朋
也

高
橋
　
弘
見

中
野
　
幸
雄

田
村
　
貞
子

大
坊
　
富
夫

佐
々
木
　
光
彦

佐
々
木
　
安
志

村
松
　
昇
吉

村
松
　
孝
男

村
松
　
久
子

田
中
　
欣
一

吉
田
　
ユ
キ
子

須
藤
　
文
明

藤
村
　
貴
美
夫

美
濃
部
　
康
男

藤
村
　
秀
利

藤
村
　
卓
也

藤
原
　
匡
晃

藤
原
　
和
夫

藤
村
　
倫
都

藤
村
　
寛

本 

宮

　

宮
野
　
弘
幸

藤
村
　
一
彦

舘
沢
　
正
人

菅
原
　
薫

藤
村
　
悟

猿
舘
　
健

浅
沼
　
た
え
子

浅
沼
　
晶
紀

長
沼
　
直
文

岩
舘
　
定
二

岩
舘
　
清
彦

佐
藤
　
仁
則

浅
沼
　
暹

吉
田
　
親
史

佐
藤
　
篤
生

佐
藤
　
雅
宣

太 

田

　

佐
々
木
　
重
喜

後
藤
　
信
夫

佐
々
木
　
初
夫

不 

動

　

室
岡
　
恵
子

菅
原
　
キ
ク

菅
原
　
勝
弘

室
岡
　
英
樹

高
橋
　
尚

田
村
　
正
典

星
川
　
範
男

室
月
　
敬
一

高
橋
　
立
子

室
岡
　
啓
二

藤
原
　
光
洋

佐
々
木
　
京
子

細
川
　
清
孝

藤
原
　
京
子

吉
田
　
一
彦

石
川
　
喜
美
男

村
松
　
正
夫

髙
橋
　
和
夫

佐
々
木
　
綾
子

廣
田
　
惠
子

広
田
　
勝
彦

村
松
　
留
美
子

吉
田
　
正
博

高
橋
　
昇
治

菅
原
　
正
一
郎

菊
池
　
一
恵

高
橋
　
裕
孝

高
橋
　
久
美
子

高
橋
　
斉
宏

天
沼
　
浩
次

村
上
　
與
一
郎

田
貝
　
優

藤
本
　
忠
市

藤
平
　
リ
ツ
子

瀬
川
　
芳
久

盛
岡
東

　

下
村
　
正
人

藤
田
　
政
男

佐
々
木
　
和
典

吉
田
　
利
昭

佐
々
木
　
淳
一

袴
田
　
亮

佐
々
木
　
寿
仁

吉
田
　
賢
治

吉
田
　
晃

吉
田
　
宏

岩
﨑
　
沙
哉
佳

石
川
　
秀
三

吉
田
　
正
樹

大
崎
　
孝
志

大
崎
　
長
市

渡
辺
　
二
三
男

亀
ケ
森
　
久
男

赤
坂
　
誠
悦

高
橋
　
和
代
志

秋
篠
　
直
弘

菅
原
　
満

高
原
　
弘
明

藤
原
　
大
輔

廣
田
　
孝
子

西
郷
　
範
文

村
松
　
徳
志
郎

佐
々
木
　
健
人

北
　
邦
男

佐
々
木
　
隆
則

飯 

岡

　

小
笠
原
　
勝
雄

兼
平
　
春
光

小
笠
原
　
悟

小
笠
原
　
雄
一

小
笠
原
　
範
俊

佐
々
木
　
修

小
笠
原
　
雅
彦

藤
川
　
厚
子

藤
川
　
秀
明

大
志
田
　
與
志
身

大
志
田
　
秀
正

川
村
　
司

浅
沼
　
陽
子

川
村
　
孝
政

浅
沼
　
浦
子

浅
沼
　
禎
宏

藤
村
　
勉

川
村
　
浩

浅
沼
　
勉

髙
橋
　
勝
彦

小
山
田
　
正
敏

広
田
　
茂
勝

遠
藤
　
直
身

太
田
　
政
幸

小
山
田
　
尚
俊

袴
田
　
敦
子

厨 

川

　

梅
村
　
寿
子

佐
藤
　
吉
猶

齊
藤
　
道
夫

工
藤
　
　
浩

遠
藤
　
一
夫

齊
藤
　
英
則

斉
藤
　
誠
一

齊
藤
　
和
子

澤
口
　
和
則

遠
藤
　
茂
哉

工
藤
　
富
男

工
藤
　
純
一

野
村
　
幸
雄

加
藤
　
耕
三

谷
藤
　
勇
蔵

谷
藤
　
光
男

吉
田
　
浩

浅
沼
　
浩

猿
舘
　
直
美

浅
沼
　
勇

松
下
　
友
子

中
村
　
真
也

中
村
　
繁

滝
村
　
茂

中
村
　
辰
夫

橋
場
　
重
光

堀
間
　
寛

田
中
　
二
三
男

田
中
　
剛

三
上
　
正
紀

佐
藤
　
清
美

佐
藤
　
修

田
村
　
荘
弥

阿
部
　
一
夫

田
村
　
實

藤
原
　
悦
子

藤
原
　
正
信

藤
原
　
敏

熊
谷
　
高
男

熊
谷
　
一
行

熊
谷
　
久

熊
谷
　
一
也

瀬
川
　
幸
孝

熊
谷
　
裕
文

八
幡
　
る
り
子

見 

前

　

藤
澤
　
清
美

鈴
木
　
仙
一

（
令
和
8
年
6
月
25
日
現
在
）

（
令
和
8
年
6
月
25
日
現
在
）
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日 

詰
吉
田
　
賢
治

阿
部
　
幸
一

鈴
木
　
芳
勝

鈴
木
　
典
子

長
谷
川
　
肇

古 

館

　

小
川
　
繁
利

髙
橋
　
久

阿
部
　
征
一
郎

高
橋
　
堅

小
川
　
英
隆

戸
塚
　
康
弘

加
藤
　
隆

田
村
　
眞
智
子

小
川
　
香
代
子

長
谷
川
　
昭
夫

水
本
　
幸
子

田
中
舘
　
忠

田
中
舘
　
奨

水
本
　
善
隆

水 

分

　

鷹
木
　
正
克

鷹
木
　
善
美

工
藤
　
ク
ニ
子

青
山
　
充
宏

竹
原
　
敏
夫

こ
の
た
び
、
総
代
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
今
後

も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

戸
川
　
透

小
田
中
　
繁

小
田
中
　
浩
哉

伊
藤
　
憲
宏

稲
藤
　
永
市

浅
沼
　
宅
蔵

田
口
　
光
弘

小
田
中
　
幸
寛

鷹
觜
　
保

阿
部
　
健
一

高
橋
　
孝
夫

高
橋
　
章
夫

浦
田
　
美
奈
江

浦
田
　
栄
人

鷹
觜
　
努

鴨
沢
　
順
子

高
橋
　
惣
蔵

金
田
一
　
健
一

北
條
　
知
恵
子

阿
部
　
清
人

阿
部
　
正
一

岡
本
　
淳

沢
田
　
公
一

細
川
　
勝

細
川
　
潤
哉

羽
生
　
義
晴

佐
々
木
　
英
雄

佐
藤
　
武
彦

熊
谷
　
智
義

熊
谷
　
修
一

熊
谷
　
美
代
子

佐
々
木
　
秀
明

澤
口
　
広
子

佐
々
木
　
信
幸

佐
々
木
　
健
一

館
澤
　
秀
仁

中
村
　
怜
子

泉
川
　
康

舘
澤
　
邦
男

中
村
　
誠
孝

中
村
　
玲
美
子

中
関
　
英
男

村
上
　
広
美

沢
口
　
信

熊
谷
　
敬
三

熊
谷
　
義
久

南
幅
　
龍
智

吉
田
　
伸
夫

武
蔵
　
弥
生

武
蔵
　
稹

佐
藤
　
秀
雄

南
幅
　
保
司

宮
野
　
福
雄

高
橋
　
フ
ヂ

佐
々
木
　
正
雄

関
　
満

古
川
　
裕
子

山
口
　
騰

佐
々
木
　
恭
平

古
川
　
久

山
口
　
正
男

舘
澤
　
賢
孝

橋
本
　
幸
夫

樋
下
　
達
也

天
沼
　
正
和

村
松
　
武
夫

村
松
　
昇

立
花
　
武
雄

佐
々
木
　
勝
徳

高
橋
　
勝
美

佐
々
木
　
達
也

髙
橋
　
美
代
子

田
屋
　
巧

中
田
　
好
秋

藤
原
　
稔

髙
橋
　
君
夫

沼
田
　
祐
次

沼
田
　
春
彦

沼
田
　
克
見

後
藤
　
均

村
松
　
龍
子

長
沼
　
輝
美

金
子
　
和
彦

藤
井
　
照
夫

高
橋
　
幸
悦

高
橋
　
民
恵

高
橋
　
透

川
村
　
和
男

長
沼
　
光
雄

髙
橋
　
章
浩

山
本
　
勝
美

藤
原
　
康
弘

中
塚
　
一
孝

早
坂
　
公
吉

小
笠
原
　
理

朴
田
　
浩
美

橘
　
玲
子

橘
　
雅
彦

村
松
　
正
規

佐
藤
　
ゆ
り
子

谷
地
舘
　
丞
二

立
分
　
庄
広

谷
地
舘
　
誠
幸

野
村
　
悦
子

吉
岡
　
美
恵
子

細
川
　
利
昭

藤
原
　
榮
子

須
川
　
恭
位

菅
川
　
正

藤
原
　
哲
賢

谷
地
　
逸
郎

田
村
　
伸
夫

熊
谷
　
一
夫

佐
藤
　
正
春

細
川
　
修
一

菅
原
　
哲
雄

熊
谷
　
靖
弘

細
川
　
明
宏

佐
々
木
　
孝
典

佐
々
木
　
良
幸

菅
原
　
一
弘

志 

和
弥
勒
地
　
教
一

佐
久
山
　
実

渡
辺
　
嘉
明

鷹
觜
　
早
百
合

近
藤
　
光
宏

細
川
　
勝
浩

杉
浦
　
潤

杉
浦
　
政
彦

川
村
　
恩

髙
橋
　
一
友

熊
谷
　
一
彦

阿
部
　
牧
子

畠
山
　
雅
美

高
橋
　
盛
一

細
川
　
牧
子

松
岡
　
和
広

新
井
田
　
俊
一

高
橋
　
正
光

角
田
　
一
久

菅
沼
　
裕
史

松
岡
　
喜
代
美

中
田
　
次
郎

高
橋
　
万
一

赤 

石

　

幅
野
　
淳
子

岡
市
　
充
司

齊
藤
　
正
人

斉
藤
　
弘
次

大
沼
　
均

高
野
　
則
雄

藤
原
　
康
則

長
谷
川
　
利
晴

長
谷
川
　
岩
雄

高
橋
　
政
夫

佐
々
木
　
忠
男

藤
沼
　
哲
也

藤
沼
　
千
代

近
藤
　
泰
典

阿
部
　
博
光

鎌
田
　
広
明

鎌
田
　
都
美
子

阿
部
　
忠
一

箱
崎
　
勝

田
中
　
文
雄

高
橋
　
要
一

中
田
　
和
昭

大
沼
　
幸
男

高
橋
　
由
夫

大
沼
　
静
夫

川
守
　
廣
幸

滝
浦
　
正
人

滝
浦
　
清
子

畑
山
　
裕
之

松
岡
　
知
志

岩
清
水
　
誠
康

彦 

部

　

内
村
　
誠
一

佐
藤
　
有
一

佐
藤
　
安
則

山
田
　
さ
い
子

佐
藤
　
富
雄

高
橋
　
文
憲

佐
藤
　
拓
夫

川
村
　
勝
敏

赤
川
　
吉
昭

佐
藤
　
斎

佐
藤
　
孝
仁

西
田
　
順
子

石
川
　
雄
一

日
下
　
雅
広

東 

部

　

阿
部
　
博
士

阿
部
　
亘
志

阿
部
　
博
紀

作
山
　
靖

作
山
　
孝
洋

阿
部
　
潤

作
山
　
祐
子

佐
比
内

　

堀
切
　
安
治

中
田
　
智

高
橋
　
正
人

菊
池
　
一
政

中
田
　
新
一

藤
代
　
忠
一

松
坂
　
三
千
代

原
　
優
光

高
橋
　
秀
一

山
影
　
保
夫

鎌
田
　
誠
孝

菅
原
　
優

畠
山
　
紘
司

佐
々
木
　
悦
子

高
橋
　
潤
一

赤 

沢

　

大
弓
　
信
夫

作
山
　
昇

藤
原
　
勝

大
角
　
毅

石
川
　
智
都
子

作
山
　
勝
利

及
川
　
浩

佐
々
木
　
靖
夫

佐
々
木
　
修
子

内
村
　
禅

古
沢
　
貢

中
村
　
一
也

中
村
　
多
美
子

古
澤
　
護

半
田
　
誠
一

八
重
畑
　
史
広

澤
田
　
哲
三

長 

岡

　

藤
原
　
節
子

福
士
　
洋
志

藤
村
　
一
利

幕
田
　
正
文

佐
々
木
　
一

佐
々
木
　
恵
子

横
沢
　
里
史

工
藤
　
法
之

藤
原
　
宏
充

佐
々
木
　
進

吉
田
　
和
男

高
橋
　
弘

細
川
　
禎
勝

北
田
　
紋
子

細
川
　
幸
浩

山
田
　
タ
カ
子

阿
部
　
教
美

阿
部
　
孝
夫

半
田
　
弘
治

阿
部
　
隆
一

徳 

田

　

昆
　
浩

中
村
　
修

佐
藤
　
和
子

吉
田
　
正
一

川
原
　
勉

吉
田
　
清
一

中
村
　
猛
夫

吉
田
　
祥
生

川
村
　
久
美
子

吉
田
　
孝

吉
田
　
勉

吉
田
　
俊
一

佐
藤
　
智
博

斎
藤
　
寿
博

吉
田
　
善
公

川
村
　
栄
一

川
村
　
真
希
子

阿
部
　
益
実

藤
原
　
啓
一

藤
沢
　
洋
一

鈴
木
　
裕
吉

藤
澤
　
美
和
子

藤
川
　
安
弘

藤
澤
　
良
悦

藤
川
　
清
次

根
田
　
善
弘

藤
沢
　
義
夫

藤
澤
　
直
文

藤
澤
　
正
博

藤
澤
　
正
廣

藤
村
　
茂
信

吉
田
　
富
則

熊
谷
　
久
男

藤
澤
　
正
雄

吉
田
　
幸
彦

吉
田
　
茂

吉
田
　
え
り
子

都
南
乙
部

　

寺
長
根
　
功

重
石
　
健
一

久
保
田
　
孝
二

竹
原
　
昌
昭

高
江
柄
　
信
一

中
道
　
友
子

佐
々
木
　
ミ
エ
子

藤
原
　
和
彦

藤
原
　
治

法
領
田
　
忠
志

川
村
　
拓
也

馬
場
　
真
弓

下
河
原
　
利
栄

谷
村
　
謙
一

谷
村
　
義
徳

久
慈
　
浩

畑
山
　
真
知
子

細
川
　
淳
也

細
川
　
修
子

久
慈
　
祐
治

細
川
　
照
文

佐
藤
　
武

久
慈
　
唯
弘

細
川
　
隆
造

金
子
　
恵
美

藤
原
　
弘
次

水
本
　
千
恵
光

煙 

山

　

前
澤
　
浩
二

藤
井
　
宏
明

村
松
　
孝
雄

藤
井
　
久
子

飯
岡
　
正
道

小
笠
原
　
和
重

小
笠
原
　
美
保
子

小
笠
原
　
朋
也

高
橋
　
弘
見

中
野
　
幸
雄

田
村
　
貞
子

大
坊
　
富
夫

佐
々
木
　
光
彦

佐
々
木
　
安
志

村
松
　
昇
吉

村
松
　
孝
男

村
松
　
久
子

田
中
　
欣
一

吉
田
　
ユ
キ
子

須
藤
　
文
明

藤
村
　
貴
美
夫

美
濃
部
　
康
男

藤
村
　
秀
利

藤
村
　
卓
也

藤
原
　
匡
晃

藤
原
　
和
夫

藤
村
　
倫
都

藤
村
　
寛

本 

宮

　

宮
野
　
弘
幸

藤
村
　
一
彦

舘
沢
　
正
人

菅
原
　
薫

藤
村
　
悟

猿
舘
　
健

浅
沼
　
た
え
子

浅
沼
　
晶
紀

長
沼
　
直
文

岩
舘
　
定
二

岩
舘
　
清
彦

佐
藤
　
仁
則

浅
沼
　
暹

吉
田
　
親
史

佐
藤
　
篤
生

佐
藤
　
雅
宣

太 

田

　

佐
々
木
　
重
喜

後
藤
　
信
夫

佐
々
木
　
初
夫

不 

動

　

室
岡
　
恵
子

菅
原
　
キ
ク

菅
原
　
勝
弘

室
岡
　
英
樹

高
橋
　
尚

田
村
　
正
典

星
川
　
範
男

室
月
　
敬
一

高
橋
　
立
子

室
岡
　
啓
二

藤
原
　
光
洋

佐
々
木
　
京
子

細
川
　
清
孝

藤
原
　
京
子

吉
田
　
一
彦

石
川
　
喜
美
男

村
松
　
正
夫

髙
橋
　
和
夫

佐
々
木
　
綾
子

廣
田
　
惠
子

広
田
　
勝
彦

村
松
　
留
美
子

吉
田
　
正
博

高
橋
　
昇
治

菅
原
　
正
一
郎

菊
池
　
一
恵

高
橋
　
裕
孝

高
橋
　
久
美
子

高
橋
　
斉
宏

天
沼
　
浩
次

村
上
　
與
一
郎

田
貝
　
優

藤
本
　
忠
市

藤
平
　
リ
ツ
子

瀬
川
　
芳
久

盛
岡
東

　

下
村
　
正
人

藤
田
　
政
男

佐
々
木
　
和
典

吉
田
　
利
昭

佐
々
木
　
淳
一

袴
田
　
亮

佐
々
木
　
寿
仁

吉
田
　
賢
治

吉
田
　
晃

吉
田
　
宏

岩
﨑
　
沙
哉
佳

石
川
　
秀
三

吉
田
　
正
樹

大
崎
　
孝
志

大
崎
　
長
市

渡
辺
　
二
三
男

亀
ケ
森
　
久
男

赤
坂
　
誠
悦

高
橋
　
和
代
志

秋
篠
　
直
弘

菅
原
　
満

高
原
　
弘
明

藤
原
　
大
輔

廣
田
　
孝
子

西
郷
　
範
文

村
松
　
徳
志
郎

佐
々
木
　
健
人

北
　
邦
男

佐
々
木
　
隆
則

飯 

岡

　

小
笠
原
　
勝
雄

兼
平
　
春
光

小
笠
原
　
悟

小
笠
原
　
雄
一

小
笠
原
　
範
俊

佐
々
木
　
修

小
笠
原
　
雅
彦

藤
川
　
厚
子

藤
川
　
秀
明

大
志
田
　
與
志
身

大
志
田
　
秀
正

川
村
　
司

浅
沼
　
陽
子

川
村
　
孝
政

浅
沼
　
浦
子

浅
沼
　
禎
宏

藤
村
　
勉

川
村
　
浩

浅
沼
　
勉

髙
橋
　
勝
彦

小
山
田
　
正
敏

広
田
　
茂
勝

遠
藤
　
直
身

太
田
　
政
幸

小
山
田
　
尚
俊

袴
田
　
敦
子

厨 

川

　

梅
村
　
寿
子

佐
藤
　
吉
猶

齊
藤
　
道
夫

工
藤
　
　
浩

遠
藤
　
一
夫

齊
藤
　
英
則

斉
藤
　
誠
一

齊
藤
　
和
子

澤
口
　
和
則

遠
藤
　
茂
哉

工
藤
　
富
男

工
藤
　
純
一

野
村
　
幸
雄

加
藤
　
耕
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貧困を
なくそう1 飢餓を

ゼロに2 すべての人に
健康と福祉を3 質の高い

教育をみんなに4 ジェンダー平等を
実現しよう5 安全な水と

トイレを世界中に6 エネルギーをみんなに
そしてクリーンに7 働きがいも

経済成長も8 産業と技術革新の
基盤をつくろう9 人や国の

不平等をなくそう10 住み続けられる
まちづくりを11 つくる責任

つかう責任12 気候変動に
具体的な対策を13 海の豊かさを

守ろう14 陸の豊かさも
守ろう15 平和と公平を

すべての人に16 パートナーシップで
目標を達成しよう17

SDGsへの
取り組み

SDGsとは、2015年に国連193の加盟国で採択され、環境問題や社会問題などを解決し、
2030年までに「持続可能な世界を実現する」ための世界共通の17の目標です。
JAいわて中央では事業活動や行事などを通じてSDGsの実践に取り組んでいます。

出荷規格を確認する参加者ら

　ＪＡは６月17日、管内２ヵ所でミニトマトの栽培指導会・
出荷規格目ぞろい会を開き、定植後の栽培管理や病害虫
防除、出荷規格について説明しました。
　紫波選果場で開いた栽培指導会・出荷規格目ぞろい会
には、生産者やＪＡ担当者ら約30人が参加。収穫のピーク
に向けた樹勢強化とハウス内温度の抑制を意識した管理
のポイントを確認しました。ＪＡ担当者は「出荷時は裂果や
変形果が混入しないよう、注意して選果してほしい」と品質
管理の徹底を呼びかけました。

良品質出荷へ規格確認
ミニトマト目ぞろい会

協議会委員やＪＡ役職員ら40人が出席しました

伊藤副代表（左から２番目）にタオルを手渡す部員ら

YouTube

県内の新聞社や放送局から担当者ら６社14人が参加しました

古川さん（中央）に摘葉作業を教わる参加者6月下旬から7月にかけて出荷されます

本格出荷を前に規格確認
ブルーベリー目ぞろい会

　ＪＡと行政および農業関係団体で組織する岩手中央農
協農業振興協議会は７月１日、盛岡市内で第27回通常総
会を開き、令和７年度事業・収支報告、令和８年度事業計
画など全３議案を可決しました。
　開会にあたり、佐々木雅博会長は「第９次農業振興計画
に基づき、農業生産基盤の維持・発展を最重点課題に取り
組んでいきたい」とあいさつ。総会では、今年度の取り組み
として、営農を継続しやすい環境づくりを進め、地域の農地
や生産基盤を次世代につないでいくことを確認しました。

農業生産基盤の維持・発展へ
岩手中央農協農業振興協議会通常総会

　ＪＡ女性部は６月10日、がん患者支援のため、盛岡市の
市民団体「岩手ホスピスの会」が取り組む「タオル帽子」の
制作に役立ててもらおうと、部員から集めた未使用のフェ
イスタオル３６８枚を寄付しました。
　同会の伊藤ヨシ子副代表は「年々活動の広がりが大きく
なっている。多くの方に取り組みを知っていただき、支援の
輪をつなげてほしい」と期待を込め、同部の鎌田都美子部
長は「活動に賛同し、タオルを寄付してくださった部員の皆
さんのご協力に感謝したい」と話しました。

ＪＡ女性部がタオル寄付
がん患者支援に活用を

　ＪＡは６月24日、地域農業の現状や課題への理解を深め
てもらうことを目的に、県内の報道関係機関を対象とした
農業現地視察会・体験会を開きました。当日は「共同利用
施設の再編整備」と「鳥獣被害」を主なテーマに、ＪＡ施設
やリンゴ園地の視察のほか、ミニトマトのハウスでは収穫
作業などを体験しました。
　佐々木雅博組合長は「農業現場の実情を見ていただき、
生産者が直面している課題や環境について理解を深め、農
業者の声を多くの方へ届けてほしい」と呼びかけました。

「見て、聞いて、知る」機会に
農業現地視察会・体験会

　ＪＡは６月25日、農業の仕事に興味を持つ人を対象とし
た農作業体験会を開きました。当日は管内から６人が参加
し、盛岡市猪去の大道古川農園で、園主の古川喜斎さんの
説明を受けながら、大玉トマトとミニトマトの摘葉と収穫
作業を体験。摘葉作業では、参加者は青々と生い茂った葉
をのぞき込み、トマトの実を落とさないよう気を配りながら
葉を取り除いていきました。
　参加者は「実を落とさないよう慎重に摘葉した。収穫の
楽しさも味わうことができた」と笑顔で話しました。

ミニトマトの摘葉と収穫に挑戦
農作業体験会

　ＪＡは６月22日、盛岡市黒川でブルーベリーの目ぞろい
会を開きました。生産者やＪＡ担当者ら16人が参加し、販
売状況や出荷規格などを説明し、各階級の粒の大きさや量
目などを確認しました。
　管内産のブルーベリーは高温期でも品質が安定してい
ることから、市場から高く評価されています。フルーツ部会
の北田亮部会長は「長雨が続くと収穫にも影響が出る。目
ぞろい会で出荷規格を再確認し、今年も品質のよいブルー
ベリーを多くのお客様に届けましょう」と呼びかけました。
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農作業中の熱中症による月別の死亡事故件数
（平成27年～令和６年の累計）

全体の
約85％

死
亡
者
数（
人
）

出典：農作業死亡事故調査（農林水産省）

営　農　情　報F A RM I NG  I N FORMAT I ON

紫
波
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
米
穀
課

渡
部

　真
生

今
月
の
担
当

米穀

幼
穂
形
成
期
か
ら

出
穂
期
の
管
理
に
つ
い
て

「いのちをうばう、夏のひとり作業」キャッチフレーズ

夏の熱中症等声かけ期間です７月から９月は

　農林水産省では７月１日～９月30日を「熱中症等対策声かけ活動強化期間」に設定しました。近年、農作業
中の熱中症等による死亡者数が急増しており、このうち約85％が７～８月に発生しています。
　農業は一人作業が多いため、熱中症を自覚しにくく、重症化しやすい傾向にあります。家族や地域で声をか
け合い、熱中症事故を防ぎましょう。

声かけ活動のポイント

熱中症の症状 主な応急処置

家族で

 「こまめに水分補給をしてね」

 「今日は暑いから無理しないでね」

 「体調が悪くなったらすぐに連絡して」 等

地域で

 「今日は熱中症警戒アラートが出ているよ」

 「体調は大丈夫ですか？」

 「休憩をとりながら作業をしてくださいね」 等

応急処置をしても症状が改善されない場合は医療機関を受診しましょう

●めまい ●立ちくらみ ●生あくび

●大量の発汗 ●筋肉痛 ●こむら返り

●頭痛 ●嘔吐 ●倦怠感

●判断力低下 ●集中力低下 ●虚脱感

病状がすすむと

●エアコンが効いている室内や風
通しのよい日陰など涼しい場所へ
避難

●衣服をゆるめ、身体を冷やす（首
の周り、脇の下、足の付け根など）
●経口補水液を補給(※)

※経口補水液を一度に大量に飲むと、ナトリウ
ムの過剰摂取になる可能性もあります。腎
臓、心臓等の疾患の治療中で、医師に水分
の摂取について指示されている場合は、指
示に従ってください。

　

７
月
は
、
水
稲
が
穂
を
作
り

始
め
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
水
管
理
が
重
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
生
育
に
応
じ

た
水
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

１
．
幼
穂
形
成
期
の
水
管
理

　

常
時
４
～
６
㎝
の
水
管
理
を

行
い
、
幼
穂
形
成
期
の
数
日
前

か
ら
水
深
を
徐
々
に
高
め
て
幼

穂
を
保
護
し
ま
す
。

　

ま
た
、
減
数
分
裂
期
の
低
温

時
に
ス
ム
ー
ズ
に
深
水
管
理
に

移
行
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ

め
水
位
・
水
温
を
確
保
し
て
お

く
目
的
も
あ
る
た
め
、
低
温
予

報
の
有
無
に
よ
ら
ず
基
本
管
理

と
し
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
減
数
分
裂
期
の
水
管
理

　

減
数
分
裂
期
は
、
出
穂
の
15

日
前
（
７
月
下
旬
頃
）
に
始
ま

り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
17
℃
以

３
．
追
肥
（
穂
肥
）
の
施
用

　

こ
の
時
期
の
追
肥
は
「
穂
肥
」

と
言
い
、
籾
の
充
実
を
目
的
に

行
い
ま
す
。
追
肥
時
期
の
目
安

は
、
う
る
ち
品
種
で
出
穂
25
日

前
（
７
月
中
旬
頃
）
と
し
、
ヒ

メ
ノ
モ
チ
で
出
穂
15
日
前
（
７

月
下
旬
頃
）
の
減
数
分
裂
期
と

し
ま
す
。
追
肥
は
葉
色
や
生
育

を
確
認
し
て
行
い
ま
す
が
、
追

肥
時
期
に
異
常
低
温
が
続
く
場

合
は
施
肥
量
を
減
ら
す
か
、
時

期
を
遅
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
葉
色

が
基
準
よ
り
濃
い
場
合
は
減
数

分
裂
期
に
ず
ら
す
か
、
穂
肥
を

中
止
し
ま
し
ょ
う
。【
表
１
】

４
．
穂
い
も
ち
病
対
策

　

田
植
え
時
に
う
る
ち
品
種
で

施
用
し
た
箱
粒
剤
は
７
月
中
旬

頃
か
ら
効
果
が
低
下
し
ま
す
。

う
る
ち
品
種
に
は
、
穂
い
も
ち

予
防
剤
と
し
て
「
ゴ
ウ
ケ
ツ
剤
」

を
使
用
し
ま
す
。
葉
色
が
濃
い
、

過
繁
茂
、
軟
弱
徒
長
、
堆
肥
を

多
く
施
用
し
た
圃
場
、
前
年
に

穂
い
も
ち
病
が
発
生
し
た
圃
場

で
は
、
穂
い
も
ち
病
が
発
生
し

や
す
い
の
で
防
除
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

下
の
低
温
に
遭
遇
す
る
と
、
充

実
し
た
花
粉
が
で
き
ず
、
籾
が

稔
ら
な
い
症
状
（
障
害
不
稔
）

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

低
温
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

水
深
を
15
㎝
以
上
の
深
水
管
理

と
し
、
幼
穂
を
保
護
し
て
下
さ

い
。
低
温
の
心
配
が
な
い
場
合

は
、
根
を
健
全
に
保
つ
た
め
に

間
断
か
ん
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
図
１
】

５
．
出
穂
期
の
水
管
理

　
「
出
穂
期
」
は
水
を
必
要
と
す

る
時
期
で
す
。
こ
の
時
期
に
乾

燥
す
る
と
、
開
花
や
受
粉
の
障

害
が
発
生
し
、
不
稔
の
原
因
と

な
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

圃
場
内
の
湿
度
を
保
つ
た
め
に

も
、
３
～
４
㎝
の
浅
水
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
出
穂

期
以
降
は
、
間
断
か
ん
水
で
下

葉
の
枯
れ
上
が
り
を
防
ぎ
な
が

ら
、
登
熟
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
は
、
登
熟
期
の
高
温
に

よ
り
、
割
れ
籾
や
胴
割
れ
粒
、

心
白
粒
（
未
熟
・
腹
白
）
の
被

害
粒
の
発
生
が
増
え
、
落
等
の

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
温

時
は
、
間
断
か
ん
水
や
水
の
入

れ
替
え
を
行
い
、
水
温
と
地
温

を
適
切
に
保
ち
、
強
制
登
熟
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
入
水

は
夜
間
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　

水
不
足
に
よ
り
十
分
な
か
ん

水
が
行
え
な
い
場
合
は
、
土
壌

を
常
に
湿
潤
状
態
（
足
跡
に
水

が
少
し
た
ま
る
程
度
の
状
態
）

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

６
．
カ
メ
ム
シ
防
除

　

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
被

害
は
、
米
の
品
質
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
落
等
の
原
因
に
な

り
ま
す
の
で
、
適
期
防
除
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
発
生

源
と
な
る
畦
畔
や
雑
草
地
、
牧

草
地
等
の
草
刈
り
を
地
域
一
斉

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、水
田
内
に
雑
草（
ヒ
エ
・

ホ
タ
ル
イ
・
シ
ズ
イ
等
）
が
発

生
し
て
い
る
場
合
は
、
雑
草
の

出
穂
前
に
草
刈
り
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

【表１】 追肥の時期と葉色の目安
◎：最重点　○：生育状況を考慮して判断　×：不適

品種名
穂首分化期
-35日

幼穂形成期
-25日

減数分裂期
-15日

幼穂形成期の葉色基準

カラースケール SPAD葉色計

ひとめぼれ × ◎ ○ 4.0～5.0 35～40

銀河のしずく ◎ ○ × 4.7～5.4 36～43

ヒメノモチ ○ × ◎ 4.8～5.4 39～43

【図1】 幼穂形成期〜減数分裂期の水管理
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農作業中の熱中症による月別の死亡事故件数
（平成27年～令和６年の累計）

全体の
約85％

死
亡
者
数（
人
）

出典：農作業死亡事故調査（農林水産省）

営　農　情　報F A RM I NG  I N FORMAT I ON

紫
波
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
米
穀
課

渡
部

　真
生

今
月
の
担
当

米穀

幼
穂
形
成
期
か
ら

出
穂
期
の
管
理
に
つ
い
て

「いのちをうばう、夏のひとり作業」キャッチフレーズ

夏の熱中症等声かけ期間です７月から９月は

　農林水産省では７月１日～９月30日を「熱中症等対策声かけ活動強化期間」に設定しました。近年、農作業
中の熱中症等による死亡者数が急増しており、このうち約85％が７～８月に発生しています。
　農業は一人作業が多いため、熱中症を自覚しにくく、重症化しやすい傾向にあります。家族や地域で声をか
け合い、熱中症事故を防ぎましょう。

声かけ活動のポイント

熱中症の症状 主な応急処置

家族で

 「こまめに水分補給をしてね」

 「今日は暑いから無理しないでね」

 「体調が悪くなったらすぐに連絡して」 等

地域で

 「今日は熱中症警戒アラートが出ているよ」

 「体調は大丈夫ですか？」

 「休憩をとりながら作業をしてくださいね」 等

応急処置をしても症状が改善されない場合は医療機関を受診しましょう

●めまい ●立ちくらみ ●生あくび

●大量の発汗 ●筋肉痛 ●こむら返り

●頭痛 ●嘔吐 ●倦怠感

●判断力低下 ●集中力低下 ●虚脱感

病状がすすむと

●エアコンが効いている室内や風
通しのよい日陰など涼しい場所へ
避難

●衣服をゆるめ、身体を冷やす（首
の周り、脇の下、足の付け根など）
●経口補水液を補給(※)

※経口補水液を一度に大量に飲むと、ナトリウ
ムの過剰摂取になる可能性もあります。腎
臓、心臓等の疾患の治療中で、医師に水分
の摂取について指示されている場合は、指
示に従ってください。

　　子牛市場情報 （令和8年6月19日・中央家畜市場）

地　区 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 前月比

雌

紫 波 27 805,000 415,000 718,556 297 49,056

矢 巾 5 776,000 701,000 747,600 293 64,314

盛 岡 4 751,000 686,000 721,750 288 5,350

J A 計 36 805,000 415,000 722,944 296 41,623

市場計 132 859,000 415,000 723,470 295 36,144

地　区 頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 前月比

去
勢

紫 波 13 886,000 744,000 818,385 324 73,052

矢 巾 9 899,000 748,000 814,000 319 52,167

盛 岡 5 902,000 859,000 825,600 332 74,100

J A 計 27 902,000 744,000 818,259 324 65,804

市場計 147 1,007,000 460,000 819,129 327 57,600
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JALadiesFemale department Report

女性部レポート

佐々木店長

今月の店長のおすすめ！

なかよし
ファミリー

サン・フレッシュ都南
盛岡市下飯岡21-180 TEL 637-6801　営業時間9:00～18:00

　南部杜氏発祥の郷として知られる紫波町で、明治36年に創業した紫波酒造店。代
表銘柄「廣喜」で親しまれる蔵元が、岩手の魅力を届けたいという思いから生み出した
のが「もち米甘酒」です。原料には、もち米の作付面積日本一を誇る紫波町産「ヒメノモ
チ」を使用。ノンアルコール・無添加・砂糖不使用ながらも、甘みがしっかりと感じられ、
もち米ならではの芳醇な香りと粒感、ヒメノモチ特有のなめらかな口当たりが魅力です。
そのまま飲むのはもちろん、牛乳や豆乳、トマトジュースで割るアレンジや、料理の調味
料としても楽しめます。古くから「飲む点滴」とも呼ばれる甘酒は、夏バテ防止や疲労回
復にも親しまれてきました。岩手の恵みと蔵元の技が詰まった一杯です。
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〒028-3447
紫波町宮手字泉屋敷2-4
TEL 681-7084
【営業時間】9：00～16：00
【定休日】
日曜・祝日・年末年始・お盆期間
【主な販売店舗】
●紫波酒造店　●紫波マルシェ ほか
●紫波酒造店オンラインショップ

紫波町・宮手

紫波酒造店

もち米甘酒
おすすめ

は

矢巾町・煙山
本間恭介さん・千夏さんのお宅

本間  稔基くん（5） 文ちゃん（3）

ほん ま とし き ふみ

イベント情報
●お盆セール　8/8(土)～8/13（木）
※店外催事場の花売り場の営業時間は
　店舗営業時間に準じます

●ぶどう祭り　8/22(土)～10/12（月・祝）
※天候や生育状況により開催期間が
　変更となる場合がございます

　ＪＡ女性部は６月20日、紫波支所でレディースセ
ミナーを開き、同部員ら132人が参加しました。講
師に花巻市在住の映画監督・澄川嘉彦さんを招
き、早池峰山の麓にある「タイマグラ」を舞台にした
ドキュメンタリー映画「タイマグラばあちゃん」を鑑
賞。「タイマグラばあちゃん」こと向田マサヨさん夫
妻の暮らしや、タイマグラに移住した若者が味噌づ
くりを受け継ぐ姿を中心に描いた作品で、部員たち
は笑ったり涙を浮かべながら鑑賞しました。
　部員は「自然とともに知恵と技術をいかして生活
していく姿に感動した」「毎年同じ作業をしていく
日々の大切さを痛感した」と感想を寄せました。

【女性部・フレッシュ部加入のご相談・お問い合わせ】
紫波地域 ☎676-3342　矢巾地域 ☎697-6211
盛岡地域 ☎656-3700

部員
募集中

!

セミナー後、澄川さ
んが制作したタイ
マグラを舞台にし
た絵本などが販売
され、購入者にサイ
ンを贈りました

お盆セール

　８月８日(土)から13日(木)の６日間、「お盆セー
ル」を開催します。種類豊富な切り花をはじめ、加工
品や新鮮な野菜・果物を幅広くご用意いたします。
なお、11日(火)から13日(木)は通常より早い朝７
時開店となりますので、ぜひお立ち寄りください。

　本間家の庭には、稔基くんと父・恭介さんが力を合わせて作った自
慢のピザ窯があります。稔基くんと文ちゃんは、このピザ窯で焼き上げ
る野菜とチーズがたっぷりのったピザが大好物です。将来は「ピザ屋さ
んになりたい」と稔基くんは目を輝かせます。元気いっぱいの文ちゃん
は縄跳びや折り紙などを使った工作に夢中です。さらに、おもちゃのピ
アノとマイクを使ってオリジナルソングを披露してくれます。
　二人の姿を見守るご両親は「これからも優しい気持ちを大切にしな
がら、仲良く成長してくれたらうれしいです」と話しています。

生 活 情 報 コ ー ナ ー

ＪＡ紫波車輌センター　673-7127

※自賠責、各種税金、下回り防錆塗装、オイル交換、ブレーキフルード交換を
含みます。

※お車の状態により、修理等の追加料金が発生する場合があります。

※撥水タイプのウォッシャー液をご使用のお車は、通常タイプとの混用によ
り撥水性能の低下やノズル詰まりが発生するおそれがあるため、対象外と
させていただきます。混用防止のため、受付時に必ずお申し出ください。

900㎖　1,080円(税込)

Instagramホームページ

ＪＡにおま
かせ

ください！

お問い合わせ

車検のご案内

車検ご利用のお客様に
ボックスティッシュ １箱
ウォッシャー液 満タン補充
サービス！

７月・８月限定キャンペーン

映画通じ豊かな暮らし考える

レディースセミナー

　ＪＡ紫波車輌センターでは車検のご予約を
随時受付しております。車検満了日が近づきま
したら、お早めにご相談ください。ご予約・お問
い合わせはお電話または店頭にて承ります。

車検料金（例）
［年式］平成27年２月
［車名・車種］
ダイハツ・ハイゼットトラック

80,000円（税込）
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Instagramホームページ
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理
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報
告

①７月７日の行事といえば
②花火や縁日が楽しめることも
③土用の――の日にウナギを食べると夏バテしないといわれます
④盛んに噴煙を上げるものもあります
⑤契約書に押すもの
⑦和室の床は板張りや――です
⑨これを踏むと、キュッと鳴く海岸もあります
⑪消防――、少年探偵――
⑫――不足、レム――、――学習
⑬「虎魚」とも書く、背びれに毒トゲのある魚
⑮鶏の首周りの肉
⑯旧国名のひとつ。現在の熊本県
⑰あとは――を天に任せて待つよ

①目玉焼きにもオムレツにも使います
③鳥を使う伝統漁法
⑥梅雨が明けると――本番
⑦プラスの記号を使う計算
⑧コーヒーを入れるプロです
⑩タマネギを切ると出ることも
⑭島倉千代子のヒット曲「――いろいろ」
⑯青空を横切る――雲
⑱ヒグラシ、ツクツクボウシといえば
⑲正午までの12時間
⑳首がながーい動物

➡
ヨ
コ
の
カ
ギ

⬇
タ
テ
の
カ
ギ

おすすめの暑さ対策 応募締切 7月28日 必着

※ご記入いただいた個人情報は、おたよりコーナーへの掲載、並びにプレゼントの発送にのみ使用いたします。
　当選の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

送り先
JAいわて中央
「ＪＡんぷ7月号お楽しみクイズ」係

kouhou3244@ja-iwatechuoh.jpE-mail

広報誌プレゼント応募フォーム ▶

〒028-3453  紫波町土舘字沖田98-20

ホームページ

今月の
テーマ

郵便はがきにクロスワードの答え・郵便番号・住所・氏名・年齢、
今月のテーマにまつわる話・誌面の感想をご記入の上、下記宛に
お送りください。正解者の中から抽選で、JAやサン・フレッシュ都
南で使える「農協全国商品券500円分」を5名様にプレゼント！

「シンジヤガ」
応
募
方
法

二重マスの文字をＡ～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

6月号の答え

クロスワード
C R O S S W O R D

年齢的にも理にかなう挑戦したい
スポーツは水泳です。なぜかといえ
ば、水泳は全身運動で関節機能回
復や腰痛対策などに効果があると
言われていますので、ぜひチャレン
ジしたいです。
 （太田・Ｔ／70歳）

ｅスポーツをやってみたいです。レー
シングカーをぶっ飛ばし、太鼓をド
ンドンたたくとか。気分爽快！体にい
いこと間違いなし。
 （津志田・Ｃ／73歳）

ソフトボールです。テレビでメジャー
リーグの試合を見るようになりまし
た。なかでも、本県出身の大谷選手
や佐々木選手の試合はとても楽し
みです。両選手の活躍に刺激を受
け、野球をやってみたいなと思いま
すが、野球のスピードにはついてい
けないと思うので、小学生のころに
遊んだことのあるソフトボールに
チャレンジです。 （南仙北・Ｋ／67歳）

今までのゴルフのベストスコアは
84でした。なんとか79でラウンドで

きるように打ちっぱなしとかに行っ
て練習しようと思います。
 （東長岡・Ｆ／78歳）

卓球です。中学校の部活で卓球を
やりましたが、卒業してからは全然
やらずに早40年…。また体を動か
して一からやってみたいです。
 （二日町・Ａ／57歳）

バドミントン。子どものころにやった
きりなので、またやってみたいな。
 （岩清水・Ｓ／50歳）

挑戦したいスポーツテーマ▶おたより紹介

＼コチラから／

ＪＡ直売所のご利用は請求時　５％割引！

JA花き生産部会花束専門委員会

お盆用花束販売会のお知らせ
令和8年８月12日（水）、13日(木) 8時30分～17時日  時

グリーンセンター紫波
グリーンセンター矢巾

会  場

季節の花を織り交ぜた
生産者手作りのお盆用花束を販売します。
お墓参りやお仏壇用に、ぜひご利用ください。

※各日数量限定販売のため、品切れとなる場合がございます。あらかじめご了承ください。

  

※ JA

キャンペーン期間中、
定期貯金10万円ごとの新規契約で

おト
クな
波に

の
っち
ゃお
う！

キャンペーン期間 2026年6月1日（月）～2026年8月31日（月）

よりぞう
マスコットループ
付きタオル

よりぞう
ハンディファン ほめられ酢

かわいい

マスコットが付いた

便利なループタオル

外出先でも

快適に涼しさを

キープ

～もらってうれしい！夏の貯金まつり～

●定期貯金（通帳式のみ）新規10万円ごとに先着で景品 

　いずれかを進呈（おひとり様各景品１点、合計３点まで）。

　なお、対象となる定期貯金の預入期間は１年以上とします。
対象取引

©

※ ※

2026

和洋中簡単に

調味可能な

Aコープ人気商品！

【成約特典】 ○キャンペーン期間中に定期貯金（自動継続）10万円以上の新規ご契約をされた方に先
着で「よりぞうマスコットループ付きタオル」「よりぞうハンディファン」「ほめられ酢」のいずれかをプレゼ
ントします（おひとり様各景品１点、合計３点まで）。【対象となる方】○定期貯金（通帳式）を新たに預入
または増額される方（預入額10万円以上、預入期間1年以上の自動継続）。ＡＴＭ・ＪＡネットバンク経由
の契約も通帳等で確認ができれば対象となります。【留意点】●個人の方に限らせていただきます。●
景品がなくなり次第終了とさせていただきます。●景品の交換・返金・返品等には応じかねますので、予
めご了承ください。

［サマーキャンペーン2026～もらってうれしい！夏の貯金まつり～ 利用規約］

詳しくはお近くのJAいわて中央窓口まで、お気軽にお問い合わせください。

紫波支所　☎676-3619 矢巾支所　☎697-6888
都南支所　☎638-0075 盛岡支所　☎659-0616

I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

　気象庁によると、今年の夏はエル
ニーニョ現象が発生する可能性が高
いと予想されております。なかでも、科学
的な定義は明確に定められていないも
のの、海面水温が平年よりおおむね
２℃以上高い状態となる「スーパーエ
ルニーニョ」と呼ばれるような大規模な
現象になる可能性も指摘されています。
　本来、エルニーニョ現象が発生す
ると、日本では冷夏となる傾向があると
されていますが、今回予想されている
「スーパーエルニーニョ」が現実に発
生した場合には、日本は一転して冷夏
ではなく熱波に襲われる可能性もある
とされており、初夏に発生すると猛暑と
なることも懸念されています。
　また、海面水温の上昇によって海
面から発生する水蒸気量が増えること
で、台風が大型で強い勢力になると指
摘する専門家もおり、日本上空を流れ
る偏西風も平年より北寄りとなることで、
台風の進路や速度にも影響を与え、
日本に接近した台風の動きが遅くなる
ケースが増えることも危惧されています。
また、このような影響は来年にかけて続
く可能性があるともいわれています。
　昨年も記録的な暑さが続き、農作
物の管理や収穫作業において大変
ご苦労されたことと思います。今年も厳
しい暑さが予想されますので、体調管
理に十分ご留意いただきながら農作
業を進めていただきたいと思います。

今年も夏の暑さへの
備えを

常務理事

菅原　弘範

役員手帳
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業を進めていただきたいと思います。

今年も夏の暑さへの
備えを

常務理事

菅原　弘範

役員手帳
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トウモロコシと
エダマメのかき揚げ

編集後記

●
 T

hi
s m

onth's recipe ●

新鮮食材
で

楽しく

クッキン
グ

今月のレシ
ピ

１82杯目

佐々木 小野寺

作り方材料（2人分）

❶トウモロコシは粒を外してボウルに入れる。鍋に水
１L（材料外）と塩（大さじ１）を入れて、沸かした
ものにエダマメを入れて５分ゆで、さやから出して
同じボウルに入れる

❷❶に薄力粉（大さじ１）をまぶしてから、薄力粉
（大さじ２）と片栗粉、塩（２つまみ）と水を入れて
混ぜる

❸揚げ油（180度）に❷をテーブルスプーンなどでひ
とすくい分ずつ入れ、固まってきたらひっくり返す。
両面がカリッとして泡が少なくなってきたら揚げ上
がり

トウモロコシ ……１本分（可食部約150ｇ）
エダマメ ………………… 70ｇ（さやなし）
薄力粉……………………大さじ１+大さじ２
片栗粉………………………………大さじ１
水……………………………………大さじ１
塩…………………………大さじ１+２つまみ
揚げ油………………………………… 適量

自宅の庭にあるピザ窯が自慢の本間家。「な

かよしファミリー」の取材時に、まさか手づく

りだとは思わずとても驚きました！「僕が作っ

たピザをみんなに食べてもらいたい」と笑顔

で話す稔基くん。焼きたてのピザを囲む時間

が、子どもたちの心を豊かに育んでいるので

しょうね。これからも、このピザ窯からたくさ

んの笑顔が生まれることを願っています。

報道機関の皆さまをお迎えし、農業現地視

察会・体験会を実施しました。実際に現場で

見聞きし、体験しながら農業の現状や課題、

生産者の思いに触れていただきました。情

報としての「農業」をどう伝えるか―。その前

提となる現場を知ることの重要性をあらた

めて感じる時間となりました。今回の取り組

みが今後の報道の一助となれば幸いです。
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